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注
目
す
べ
き
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州

　
『
ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
』
は
本
号
と
次
号
で
「
延
辺

特
集
」
を
掲
載
す
る
。
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
延

辺
訪
問
団
は
昨
年
（
二
〇
〇
九
年
）
八
月
十
六
日

（
日
）
か
ら
二
十
三
日
（
日
）
の
八
日
間
、
中
国
吉
林

省
の
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
を
訪
ね
た
。

　
こ
の
延
辺
訪
問
は
、
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
社
会･

経
済
の
変
容
と
適
応
」
（
主
査
　
西
澤
正
樹
教
授
）
の

研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
推
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

参
加
者
は
総
勢
十
一
人
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
以
外

　
　
　
初 

め 

に

　
　
　
　
　
―
「
延
辺
特
集
」
に
際
し
―

に
も
金
融
、
マ
ス
コ
ミ
等
、
色
々
な
分
野
の
専
門
家
が

加
わ
り
、
愉
快
で
刺
激
的
な
旅
行
と
な
っ
た
。
延
辺
訪

問
が
初
め
て
と
い
う
参
加
者
も
多
く
、
現
地
で
多
く
の

こ
と
を
見
聞
し
、
日
々
議
論
を
深
め
る
こ
と
で
、
参
加

者
は
さ
ま
ざ
ま
な
感
想
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

ら
を
自
由
に
書
き
留
め
て
も
ら
い
、
日
本
で
余
り
知
ら

れ
て
い
な
い
延
辺
の
現
状
を
紹
介
し
よ
う
と
い
う
の
が

本
「
延
辺
特
集
」
の
狙
い
で
も
あ
る
。

　
今
回
の
延
辺
訪
問
の
主
た
る
目
的
は
、
大
き
く
言
っ

て
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
ア
ジ
ア
研
究
所
と
延
辺
大
学

日
本
学
研
究
所
と
の
学
術
交
流
協
定
の
締
結
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
延
吉･

琿
春
（
こ
ん
し
ゅ
ん
）
の
投
資
誘

致
状
況
と
進
出
企
業
の
現
状
把
握
で
あ
る
。

　
第
一
の
延
辺
大
学
日
本
学
研
究
所
（
李
東
哲
所
長
）

と
の
学
術
交
流
協
定
の
締
結
（
写
真
参
照
）
で
あ
る

が
、
ア
ジ
ア
研
究
所
が
海
外
の
研
究
所
と
学
術
交
流
協

定
を
締
結
す
る
の
は
今
回
が
二
回
目
で
あ
る
。
一
回
目

は
一
昨
年
五
月
上
海
の
同
済
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究

セ
ン
タ
ー
と
の
提
携
で
、
同
済
大
学
側
か
ら
の
提
案
に

も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
の
延
辺
大
学
日
本
学

研
究
所
と
の
提
携
は
亜
細
亜
大
学
側
か
ら
提
案
し
た
も

の
で
、
延
辺
大
学
側
の
積
極
的
呼
応
と
相
俟
っ
て
短
期

間
に
話
が
ま
と
ま
り
、
延
辺
で
の
調
印
と
な
っ
た
。

　
延
辺
大
学
は
中
華
人
民
共
和
国
が
創
建
さ
れ
た
年
で

あ
る
一
九
四
九
年
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
た
め
昨
年
で
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延
辺
と
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か

ち
ょ
う
ど
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
た
。
少
数
民
族
で
あ

る
朝
鮮
族
の
高
等
教
育
の
た
め
設
立
さ
れ
、
延
辺
朝
鮮

族
自
治
州
の
知
的
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

き
た
。
現
在
在
校
生
二
万
人
余
を
擁
す
る
総
合
大
学
で

あ
る
。
日
本
学
研
究
所
は
九
八
年
に
設
立
さ
れ
、
歴
史

は
そ
れ
ほ
ど
古
く
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
背
景
に
は
昨

年
三
〇
周
年
を
迎
え
た
日
本
語
科
が
あ
る
。
所
長
の
李

東
哲
教
授
は
日
本
滞
在
十
八
年
の
経
歴
を
持
つ
日
本
語

の
専
門
家
で
、
筆
者
と
は
以
前
か
ら
の
知
り
合
い
で
も

あ
る
。
ア
ジ
ア
研
究
所
は
日
本
学
研
究
所
と
は
資
料
交

換
に
止
ま
ら
ず
、
今
後
学
術
交
流
等
、
間
口
を
広
げ
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
回
『
所
報
』
に
「
延
辺

特
集
」
を
組
ん
だ
の
も
、
そ
の
第
一
弾
で
あ
る
。

　
第
二
の
延
吉
・
琿
春
の
投
資
誘
致
状
況
と
進
出
企
業

の
現
状
把
握
で
あ
る
が
、
こ
の
た
め
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
①
延
辺
自
治

州
政
府
商
務
局
と
の
懇
談
、
②
琿
春
辺
境
経
済
合
作
区

管
理
委
員
会
と
の
懇
談
、③
工
場
見
学
（
延
吉
で
七

社
、
琿
春
で
五
社
）
、
④
イ
ン
フ
ラ
見
学
（
ダ
ム
建
設

現
場
と
日
本
工
業
団
地
造
成
地
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、
延
辺
経
済
の
現
状
、

対
外
貿
易
の
状
況
、
外
国
人
投
資
の
現
状
等
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
州
政
府
が
外
国
人
投
資
誘
致
に
極

め
て
積
極
的
で
あ
る
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
な
お
琿
春
で
は
、
鳥
嶺
税
関
（
対
ロ
シ
ア
）
や
圏
河

税
関
（
対
北
朝
鮮
）
を
訪
ね
、
琿
春
の
東
端
に
あ
る
防

川
で
は
左
右
に
広
が
る
ロ
シ
ア
と
北
朝
鮮
、
両
国
に
か

か
る
橋
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
あ
る
日
本
海
を
眺
望
し

た
。
ま
た
防
川
か
ら
の
帰
途
、
張
鼓
峰
事
件
展
示
館
に

立
ち
寄
り
、
展
示
物
を
見
る
と
共
に
展
示
館
の
裏
手
に

あ
る
張
鼓
峰
を
眺
め
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
延
辺
と
言
っ
て
も
今
の
学
生
は
誰
も
知

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
年
配
の
日
本
人
な
ら
、

間
島
と

言
え
ば
或
い
は
知
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
い
る
か
も
知
れ

な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
延
辺
は
今
の
日
本
人
に
と
っ

て
は
全
く
馴
染
み
の
な
い
と
こ
ろ
と
言
っ
て
差
し
支
え

な
い
。
し
か
し
、
延
辺
は
一
旦
知
れ
ば
興
味
が
尽
き
な

い
場
所
で
も
あ
り
、
注
目
す
べ
き
場
所
で
も
あ
る
。
延

辺
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
先
ず
ど
こ
に
あ
る
か
と
言
う
と
、
中
国
東
北
三
省
の

一
つ
で
あ
る
吉
林
省
の
東
側
に
あ
る
。
延
辺
の
正
式
名

称
は
、
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
で
あ
る
。
名
称
か
ら
窺
え

る
よ
う
に
、
朝
鮮
族
（
中
国
国
籍
を
持
つ
韓
国
人
）
が

多
く
居
住
し
て
い
る
。
全
人
口
に
占
め
る
朝
鮮
族
の
比

率
は
か
つ
て
六
二
・
〇
％
（
一
九
五
二
年
）
と
高
か
っ

た
が
、
年
々
低
下
し
、
現
在
で
は
三
七
・
〇
％
（
二
〇

〇
四
年
末
）
に
低
下
し
て
い
る
。
　

　
延
辺
の
位
置
で
あ
る
が
、
北
朝
鮮
の
さ
ら
に
北
に
位

置
し
、
北
朝
鮮
と
は
豆
満
江
（
中
国
名
　
図
們
江
）
を

挟
み
五
二
二
ｋ
ｍ
の
国
境
線
で
接
し
て
い
る
。
今
回
訪

問
し
た
延
吉
と
琿
春
の
緯
度
は
北
緯
四
三
度
に
当
た

り
、
札
幌
や
釧
路
と
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
あ
る
。
延
辺
の

面
積
は
四
・
三
万
平
方
ｋ
ｍ
で
、
九
州
よ
り
ち
ょ
っ
と

大
き
い
。
人
口
は
二
〇
〇
四
年
末
で
二
一
七
・
七
万
人

（
う
ち
朝
鮮
族
は
八
十
二
万
人
）
で
あ
る
。

　
延
辺
は
白
頭
山
（
中
国
名
　
長
白
山
）
観
光
の
玄
関

口
と
し
て
昔
か
ら
知
ら
れ
、
山
が
深
い
土
地
柄
の
た

め
、
天
然
資
源
も
豊
か
で
あ
る
。

東
北
三
宝
と
呼
ば

れ
る
朝
鮮
人
蔘
、
鹿
茸
、
貂
皮
を
始
め
、
き
の
こ
類
も

有
名
で
あ
る
。
ま
た
鉄
鉱
石
、
有
煙
炭
、
石
油
等
、
鉱

物
資
源
も
豊
か
で
あ
る
。

　
　
注
目
す
べ
き
延
辺

　
そ
の
よ
う
な
延
辺
を
何
故
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
な
り
に
そ
の
根
拠
を
挙
げ
れ
ば
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
延
辺
が

第
三
の
コ
リ
ア

で
あ
る
か
ら

だ
。
前
述
の
よ
う
に
、
延
辺
に
は
八
十
二
万
人
も
の
朝

鮮
族
が
住
ん
で
い
る
。
現
在
中
国
に
は
朝
鮮
族
が
二
〇

〇
万
人
以
上
住
ん
で
い
る
が
、
そ
の
大
半
は
東
北
三
省

に
住
ん
で
お
り
、
中
で
も
吉
林
省
が
一
〇
〇
万
人
と
最

も
多
く
、
そ
の
大
半
が
延
辺
に
住
ん
で
い
る
。
朝
鮮
族

の
人
口
規
模
、
密
度
、
さ
ら
に
朝
鮮
語
が
公
用
語
化
さ

れ
て
い
る
点
等
か
ら
見
て
、
延
辺
は

第
三
の
コ
リ
ア

と
呼
ん
で
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
と
し
て

は
、
延
辺
は
無
視
で
き
な
い
場
所
な
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
そ
の
延
辺
に
住
む
朝
鮮
族
が
日
本
に
極
め

て
友
好
的
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
文
化
大
革
命
の

折
朝
鮮
族
は
漢
族
か
ら
迫
害
さ
れ
、
多
く
の
朝
鮮
族
が

北
朝
鮮
へ
逃
げ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
朝
鮮
族

と
韓
国
人
の
関
係
も
必
ず
し
も
友
好
的
と
ば
か
り
は
言

え
ず
、
か
な
り
微
妙
な
も
の
が
あ
る
。
そ
ん
な
朝
鮮
族

に
と
っ
て
直
接
的
な
利
害
関
係
の
薄
い
日
本
人
は
気
安

く
、
親
近
感
を
持
ち
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

に
日
本
へ
の
期
待
も
強
い
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
に
、
朝
鮮
族
の
人
的
資
源
の
高
さ
で
あ
る
。
朝

鮮
族
が
教
育
熱
心
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
中
国
で
は
朝
鮮
族
の
大
学
進
学
率
が
一
番
高
く
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終 

わ 

り 

に

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
ら
の
強
み
は
語
学
力
で
あ

る
。
中
国
語
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
語
、
さ
ら
に
日
本
語

が
で
き
る
学
生
が
多
い
。
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
朝
鮮

族
の
若
者
の
間
で
日
本
語
熱
が
急
速
に
冷
め
た
が
、
就

職
に
有
利
と
い
う
こ
と
で
ま
た
日
本
語
へ
の
関
心
は
強

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
対
中
ビ
ジ
ネ
ス
や
Ｉ
Ｔ
ビ

ジ
ネ
ス
で
人
材
に
事
欠
く
日
本
に
と
っ
て
、
日
本
語
が

で
き
、
漢
字
が
分
か
り
、
日
本
人
の
感
性
に
近
い
朝
鮮

族
は
即
戦
力
に
も
な
り
得
る
。
現
に
沢
山
の
朝
鮮
族
Ｉ

Ｔ
技
術
者
が
日
本
で
活
躍
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
延
辺
が
日
本
海
ル
ー
ト
を
通
じ
た
物
流
の

前
進
基
地
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
今
後
北
朝
鮮
の

政
治
情
勢
が
変
わ
り
、
北
朝
鮮
が
改
革･

開
放
路
線
に

大
き
く
展
開
し
て
い
く
場
合
、
対
北
朝
鮮
経
済
交
流
の

窓
口
と
し
て
の
延
辺
の
役
割
は
極
め
て
大
き
く
な
っ
て

い
こ
う
。
特
に
羅
津
（
北
朝
鮮
）
や
ト
ロ
イ
ツ
ァ
（
ロ

シ
ア
）
を
通
じ
て
の
日
本
海
航
路
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、

物
流
コ
ス
ト
や
所
要
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
吉
林

省
や
黒
龍
江
省
、
さ
ら
に
新
潟
を
始
め
と
す
る
日
本
海

側
諸
県
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
可
能
性
が
強
い
。
す

で
に
二
〇
〇
〇
年
四
月
か
ら
琿
春
│
束
草
航
路
（
ト
ロ

イ
ツ
ァ
経
由
）
が
週
三
便
（
冬
季
は
週
二
便
）
就
航
し

て
お
り
、
韓
国
企
業
の
対
延
辺
投
資
の
原
動
力
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
昨
年
七
月
か
ら
は
北
東
ア
ジ
ア
フ
ェ

リ
ー
（
束
草
│
新
潟
│
ト
ロ
イ
ツ
ァ
│
琿
春
航
路
）
も

週
一
便
就
航
し
始
め
て
お
り
、
今
年
か
ら
は
逆
方
向
の

航
路
も
週
一
便
就
航
の
予
定
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
延
辺
が
脱
北
者
の
前
線
に
な
っ
て
い
る
点

で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
延
辺
は
豆
満
江
を
挟
み
北
朝

鮮
と
長
い
国
境
線
で
接
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
脱
北
者

や
両
国
を
許
可
無
く
往
来
す
る
人
間
が
多
い
。
そ
の
た

め
前
述
の
第
四
点
と
合
わ
せ
、
延
辺
は
北
朝
鮮
の
内
部

事
情
を
把
握
す
る
に
は
重
要
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

延
辺
大
学
と
の
学
術
交
流
の
機
会
を
通
じ
て
、
朝
鮮
半

島
の
研
究
を
深
め
て
い
く
機
会
を
作
り
た
い
と
思
う
。

　
今
回
の
一
週
間
に
わ
た
る
延
辺
滞
在
は
上
述
し
た
延

辺
の
重
要
性
、
面
白
さ
を
改
め
て
再
認
識
さ
せ
て
く
れ

た
。
特
に
筆
者
に
と
っ
て
特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
点
を

最
後
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
高
級
婦
人
服

メ
ー
カ
ー
小
島
衣
料
へ
の
訪
問
で
あ
っ
た
。
我
々
は
小

島
衣
料
を
八
月
二
〇
日
に
訪
問
し
た
が
、
そ
の
日
に
新

潟
発
ト
ロ
イ
ツ
ァ
経
由
で
琿
春
に
初
め
て
荷
物
が
到
着

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
今
回
初
め
て
」
と
い
う

話
は
筆
者
に
と
っ
て
実
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
と
う
に
動

い
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
以
前
小
島
衣

料
の
社
長
か
ら
日
本
海
航
路
に
か
け
る
思
い
を
直
接
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。
実
際
日
本
海
航
路
で
の
物
資
の
到

着
時
間
は
三
〇
時
間
と
短
い
。
そ
れ
を
神
戸
発
大
連
、

長
春
経
由
で
琿
春
に
持
っ
て
く
る
と
一
週
間
か
か
る
と

い
う
。
し
か
し
輸
送
コ
ス
ト
で
は
逆
で
、
大
連
経
由
を

一
〇
〇
と
す
る
と
ト
ロ
イ
ツ
ァ
経
由
だ
と
仕
向
け
地
に

よ
り
一
五
〇
か
ら
二
〇
〇
も
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
い

う
。
日
本
国
内
の
陸
上
交
通
費
等
が
高
い
た
め
で
あ

る
。

　
小
島
衣
料
の
日
本
海
航
路
利
用
の
遅
れ
に
つ
い
て
は

理
由
を
確
認
し
な
か
っ
た
が
、
輸
送
コ
ス
ト
が
安
く
な

ら
な
い
こ
と
や
景
気
の
悪
化
で
注
文
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
等
が
作
用
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
昨
年
ま

で
一
〇
〇
〇
人
い
た
従
業
員
が
五
〇
〇
人
に
な
っ
て
い

た
こ
と
も
気
が
か
り
な
点
で
あ
る
。

　
と
は
言
え
、
前
述
の
琿
春
─
束
草
航
路
が
昨
年
四
月

か
ら
料
金
を
大
幅
に
値
下
げ
し
て
お
り
、
そ
れ
に
北
東

ア
ジ
ア
フ
ェ
リ
ー
が
ド
ッ
キ
ン
グ
し
、
新
潟
か
ら
束
草

行
き
が
運
行
す
れ
ば
輸
送
コ
ス
ト
は
多
少
安
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
日
本
国
内
の
陸
上
交
通
費
を
安
く

す
る
手
立
て
、
例
え
ば
鳩
山
政
権
に
よ
る
高
速
道
路
料

金
や
ガ
ソ
リ
ン
税
の
値
下
げ
の
動
き
は
、
日
本
海
航
路

活
性
化
へ
の
大
き
な
追
い
風
に
な
る
と
見
ら
れ
る
。

（
の
ぞ
え
し
ん
い
ち
・
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
・
教
授
）

　（西澤正樹教授 提供）
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